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窯墨錯こピーι
込
み
で
、
１０
年
度
が
同
実
績

見
込
み
比
９

ｏ
９
％
減
と
約

■
割
の
減
少
を
想
定
し
て
い

る
。
需
要
の
ピ
ー
ク
は
、
９０

年
度
の
■
億
９
７
９
９
万
７

千
ｄ
で
、
１０
年
度
は
そ
の
４

割
程
度
に
ま
で
落
ち
込
む
こ

と
に
な
る
。
た
だ
、
工
場
数

は
０９
年
３
月
末
時
点
で
も
３

各
工
業
組
合
か
ら
の
報
告

に
基
づ
き
集
計
し
た
１０
年
度

の
需
要
見
通
し
に
よ
る
と
、

７
７
■
４
万
ｄ
の
う
ち
官
公

需
は
、
前
年
度
実
績
見
込
み

比
１２

・
５
％
減
の
３
４
６
３

万
９
千
五
、
民
需
は
同
６

ｏ

４
％
減
の
４
２
５
０
万
■
千

ｄ
。
地
区
別
で
は
、
前
年
度

ｏ
８
％
減
）
▽
関
東
二
区
５

７
６
万
３
千
ぷ

（
８

ｏ
３
％

減
）
▽
北
陸
４
５
５
万
■
千

ゴ

（
９

・
８
％
減
）
▽
東
海

■
０
３
０
万
■
千
ｄ

（
８

ｏ

■
％
減
）
▽
近
畿
■
０
７
０

万
４
千
耐

（
６

・
７
％
減
）

▽
中
国
５
■
３
万
３
千
ぱ

（
９

・
６
％
減
）
▽
四
国
３

落
ち
込
む
の
が
鳥
取
の
２０

。

９
％
減
で
、
続
い
て
島
根
２０

。
４
％
減
、
佐
賀
２０

．
■
％

減
、
北
海
道
１６

ｏ
８
％
減
、

静
岡
１５

ｏ
９
％
減
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
２
月
の
全
国
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
出
荷
量
は
、
前

年
同
月
比
１４

ｏ
４
％
減
の
６

も
に
、
５
地
区
は
１０
％
以
上

の
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
別
に
み

る
と
、
９
道
府
県
が
前
年
実

績
を
上
回

っ
た
が
、
３８
都
府

県
が
下
回

っ
た
。
１０
％
以
上

上
回

っ
た
の
は
５
道
県
で
、

逆
に
２２
都
府
県
が
１０
％
以
上

の
落
ち
込
み
を
み
て
い
る
。

案
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
運
搬
者
や
施
工
者
を
対
象

と
し
た
講
習
会
を
開
き
、
意

見

。
要
望
を
聴
取
す
る
必
要

性
に
も
言
及
。
今
後
、
提
言

の
具
体
化
に
向
け
て
、
土
木

学
会
や
日
本
建
築
学
会
な
ど

関
係
す
る
機
関
に
協
力
を
要

請
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
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木
津
川
堤
防
天
端
に
舗
設

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
生
コ
ン
舗
装

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
祝

園
地
区
を
流
れ
る
淀
川
水
系

木
津
川
堤
防
で
３
月
下
旬
、

「
再
生
骨
材
を
使
用
し
た
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と

「ダ
ム
堆
砂
を

用
い
た
生
コ
ン
舗
装
」
の
試

験
施
工
が
行
わ
れ
た
。
産
官

学
の
委
員
で
構
成
す
る
新
都

市
社
会
技
術
融
合
創
造
研
究

会

（委
員
長

・
大
西
有
三
京

大
大
学
院
教
授
）
の
舗
装
用

骨
材
資
源
有
効
利
用
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

（リ
ー
タ
ー

・

山
田
優
大
阪
市
立
大
学
名
誉

教
授
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

グ
ル
ー
プ
が
、
近
畿
地
整
関

係
部
局
の
協
力
を
得
て
堤
防

天
端
を
舗
装
し
た
。

工
区

（
延
長
６
０
６
房
）
を
５
分

割
し
、
第
■
区
間
が
Ｒ
Ｃ
Ｃ

Ｐ

（
■
０
０
房
）
、
第
２
区

間
を
生
コ
ン
舗
装

（
４６
研
）

に
あ
て
、
第
３
～
第
５
区
間

に
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を

適
用
し
た
。

２５
日
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
施
工
は

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

（セ
メ

ン
ト
協
会
）
と
鹿
島
道
路
、

大
林
道
路
が
担
当
し
、
Ｒ
Ｃ

Ｃ
は
京
星

（
大
阪
府
枚
方

市
）
が
自
社
の
再
生
骨
材
を

■
０
０
％
使
用
し
て
出
荷
し

た
。
経
済
的
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
面
も
考
慮
し
て
再
生
骨
材

を
選
定
。
昨
年
１２
月
に
近
畿

地
整
近
畿
技
術
事
務
所
構
内

で
事
前
に
施
工
性
能
の
確
認

試
験
を
行

っ
た
。
示
方
配
合

は
細
骨
材
率
４５
％
、
水
セ
メ

ン
ト
比
３２

・
６
％
、
単
位
量

（
ｋｇ
／
盤
）
は
水
９８
、
普
通

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
３

０
■
、
再
生
細
骨
材
８
７

■
、
再
生
粗
骨
材
■
■
２

３
。
容
量
■

ｏ
５
ｄ
の
２
軸

強
制
型
ミ
キ
サ
で
■
バ
ッ
チ

あ
た
り
■

ｏ
Ｏ
ゴ
練
り
混
ぜ

た
あ
と
、
ダ
ン
プ
ト
ラ

ッ
ク

で
現
場
ま
で
運
搬
し
た
。

舗
設
作
業
に
先
立
ち
、
雨

な
ど
が
堤
体
内
に
お
み
込
ま

な
い
よ
う
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

乳
液
や
砂
を
全
体
に
薄
く
撒

い
た
。
堤
防
天
端
の
平
均
幅

員
は
約
３

・
５
研
。
鹿
島
道

路
が
施
工
を
請
け
負
い
、
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
荷
卸
し

し
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
に
よ

っ
て

毎
分
■
房
の
ペ
ー
ス
で
１５
考

厚
に
敷
き
均
し
、
振
動
ロ
ー

ラ
を
用
い
て
初
期
転
圧
し
た

あ
と
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
で
仕
上

げ
て
い

っ
た
。
当
日
は
降
雨

の
た
め
施
工
開
始
時
間
が
午

後
４
時
３０
分
頃
に
ず
れ
込

み
、
作
業
は
夜
間
ま
で
お
よ

ん
だ
。
他
方
、
生
コ
ン
舗
装
は
２７

日
午
前
９
時
か
ら
実
施
。
京

都
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業
組

合
と
セ
メ
ン
ト
協
会
が
担
当

し
た
。
木
津
川
上
流
の
布
目

ダ
ム
の
堆
砂
を
細
骨
材
に
全

量
使
用
し
、
生
コ
ン
は
京
都

福
田
の
洛
南
工
場

（
京
都
府

城
陽
市
）
が
供
給
し
た
。
ス

ラ
ン
プ
±
２

ｏ
５
考
、
空
気

量
４

・
５
±
■

・
５
％
、
設

計
圧
縮
強
度
３６
Ｎ
／
面
を
目

標
に
示
方
配
合
し
、
単
位
量

は
水
■
５
７
、
普
通
ポ
ル
ト

ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
３
５
３
、

細
骨
材
７
■
６
、
粗
骨
材
■

０
８
９
と
し
た
。
ダ
ム
堆
砂

は
シ
ル
ト
の
ほ
か
木
切
れ
等

が
混
入
し
て
い
る
た
め
水
洗

し
て
使
用
。
工
事
は
木
田
組

（
本
社

・
京
都
府
綴
喜
郡
）

が
請
け
負
い
、
ミ
キ
サ
ー
車

か
ら
荷
卸
し
し
た
生
コ
ン
を

手
作
業
で
１５
考
厚
に
均
し
て

い

っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
舗

装
に
使
用
す
る
天
然
砂
の
調

達
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
資
源
の
有

効
利
用
、
環
境
保
全
の
観
点

か
ら
砕
砂
の
ほ
か
、
鉄
鋼
ス

ラ
グ
、
溶
融
ス
ラ
グ
、
再
生

骨
材
、
ダ
ム
堆
砂
等
の
活
用

を
検
討
し
、
舗
装
用
骨
材
の

安
定
供
給
お
よ
び
品
質
管
理

の
方
策
を
提
案
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

山
田
リ
ー
ダ
ー
は

「再
生

骨
材
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
何
か
き

っ
か
け
が

な
い
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

が
採
用
さ
れ
な
い
。
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
材
料
が
高
付
加
価
値

し
、
入
手
が
難
し
く
な
り
つ

つ
あ
る
現
在
、
そ
の
代
替
と

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

適
用
を
考
え
る
ほ
か
な
い
。

一
方
、
再
生
骨
材
も
関
連
Ｊ

Ｉ
Ｓ
が
整
備
さ
れ
、
普
及
が

進
む
か
と
い
う
と
実
情
は
そ

れ
ほ
ど
で
も
な
い
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
試
験
施
工
を
通
じ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
と

し
て
の
利
用
を
促
進
で
き
れ

ば
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。
生

コ
ン
舗
装
は
軽
交
通
道
路
に

適
し
て
お
り
、
今
回
の
堤
防

天
端
は
適
材
適
所
だ

っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
語
る
。

再生 骨材 を使 用 して RCCP

生 コ ン舗 装 は ダム堆 砂 を利 用

ミ
ナ
ー
で
は
、
古
田
満
広
香

川
県
工
組
技
術
部
長
に
よ
る

「
品
質
管
理
監
査
に
お
け
る

加
点
評
価
制
度
と
そ
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
」
、
原
田
茂

リ
バ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

（本

社

・
神
戸
市
、
上
田
達
也
社

長
）
は
、
４
月
か
ら
Ｒ
Ｉ
式

骨
材
表
面
水
量
計

「Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ｉ
Ⅱ
」
の
発
売
を
開
始
し

た
。Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ⅱ
は
ソ
イ
ル

ア
ン
ド
ロ
ッ
ク
エ
ン
ジ
エ
ア

リ
ン
グ
製
。
バ
ッ
チ
ャ
プ
ラ

ン
ト
の
骨
材
ビ
ン
に
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
同
ビ
ン
の
中

に
あ
る
骨
材
の
表
面
水
率
を

連
続
で
計
測
。
こ
の
デ
ー
タ

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、
単
位
水
量
の
配
合
修

正
が
容
易
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
表
面
水
率
の
変
動
傾
向

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で

き
、
時
間
こ
と
の
平
均
値
デ

ー
タ
を
、
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ

ル
や
シ
リ
ア
ル
送
信
で
出
力

で
き
る
な
ど
、
多
彩
か
つ
利

便
性
の
高
い
機
能
が
満
載
さ

れ
て
い
る
。
検
出
器
は
直
接

骨
材
に
触
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
粗
骨
材
の
ビ
ン
に
も
取

り
付
け
が
可
能
。
粗
骨
材
、

細
骨
材
の
い
ず
れ
で
も
表
面

水
を
正
確
に
測
定
で
き
、
■

台
の
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム

で
検
出
部
４
基
ま
で
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

測
定
原
理
は
中
性
子
と
物

質
を
構
成
す
る
原
子
の
原
子

核
と
の
相
互
作
用
を
利
用


